
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ふじみ野市 GIGA スクール推進通信 No.10 
 〇１人１台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備することで、特別な支援を必要とする児童生徒を含め、 

多様な子供たち一人一人に個別最適化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育 ICT環境を実現する 

〇これまで積み上げてきた教育実践と最先端の ICT環境との融合を図り、教師・児童生徒の力を最大限に引き出す 

令和７年７月１５日発行 

ふじみ野市教育委員会 

ふじみ野市の教育

魅力発見！ 

 

 

令和７年度 新機種・新アプリでスタート！ 

ＧＩＧＡスクール第２期に伴い、１年生は新しいタブレット端末を、全体では 

スクールタクトや体力テストＡＬＰＨＡ等の新アプリの使用を開始しました。 

体力テストデジタル集計システム「ＡＬＰＨＡ」を導入 
測定結果から児童生徒が楽しく運動に取り組むきっかけを！ 
体力テストを行いながら結果を児童生徒がタブレットに入力 

プロによるお手本動画を視てから測定にチャレンジ 

各児童生徒に最適化されたアドバイス表示 

過去データとの比較で成長を実感 

教員の業務量を大幅に軽減 

保護者の教材費負担も軽減（中学校） 

今年から新１年生に新しいタブレット端末を貸与 
1年生も４月からタブレットを使った授業がスタート 

ふじみ野市 PR 大使 

「ふじみん」 

新タブレット（dynabook K70）の特徴 
落下に強い（児童の机から落とした程度では壊れません！） 

  ※本市では、ハードカバーと画面保護フィルムも装着 

手になじみやすく、持ち運びも快適（ハードカバーは取っ手付き） 

学習内容に合わせて選べる２in１（画面とキーボードの切り離し） 

ペンを使って、ラクラク手書き入力（静電式のタッチペンを付属） 

授業支援クラウド「スクールタクト」を使用開始 
一斉授業でも協働的な学びがより活発に！ 
単元の自動作成で授業準備の効率化 

９０００超のテンプレートをそのまま利用 

PDF取り込みで自作のプリントも配布可能 

課題配付直後から学習状況をリアルタイムで把握可能

ムーブパーツ利用で低学年から利用可能 

タッチペンで手書き入力も可能 

振り返り AI分析で個別指導も可能 

「すららドリル」を小学校 4年生以上に導入 
自動作問・採点により「学びの個別化」を実現 

児童生徒一人一人の理解度に合った問題を出題 

問題が解けない根本的な原因を自動で見つけ出す 

豊富な記述問題で実践的な学力が身につく 

わかりやすいレクチャー画面で復習が可能 
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